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1

序

経済産業省は、我が国鉱工業の生産活動、鉱工業製品の需給及

びエネルギー消費の実態を明らかにするため、毎月、生産動態統

計調査及び各種の需給流通統計調査を実施し、その調査結果を公

表しております。

本年報は、平成19年に実施した生産動態統計調査及び需給動態

統計のうち、石油、コークス、金属鉱物、非金属鉱物等に関する

調査結果について取りまとめたものです。本年報が、各方面で広

く活用されることを期待しております。

本年報の発行に当たり、毎月の統計調査に御協力を頂いており

ます皆様に対し厚く御礼申し上げます。

平成20年7月

経済産業省経済産業政策局調査統計部長

仲 田 雄 作

経済産業省資源エネルギー庁資源・燃料部長

北 川 慎 介
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利 用 上 の 注 意 
この年報は、統計法に基づく経済産業省生産動態統計調査規則（指定統計第１１号）、石油製品需給動態統計調査規則（指

定統計第５１号）及び統計報告調整法により実施された資源・エネルギーに関する生産及び石油製品の需給について、平成

１９年の調査結果を編集公表するものです。 
毎月の調査結果は、「資源・エネルギー統計月報」で公表していますが、月報公表後、数値の訂正が行われることがあり

ます。この年報ではこれを補正しています。 
 
１．調査の対象 

この年報に収録した調査票の種類及び調査の範囲は、次表のとおりです。 
調査の範囲

経済産業省生産動態統計調査規則（指定統計第１１号）

金属鉱物月報 すべての事業所

非金属鉱物月報
すべての事業所
（ただし、石灰石は従業者１０人以上の事業所）

原油及び天然ガス月報 すべての事業所

石油製品月報 　　　　〃

コークス月報 　　　　〃

石油製品需給動態統計調査規則（指定統計第５１号）

石油製品製造業者・輸入業者月報
石油製品の製造業者、輸入業者若しくは特定石油販売業
者又は原油受入業者に属するすべての事業所

石油輸入調査 原油を輸入するすべての事業所

法規名・調査票名

統計報告調整法

 
２．調査項目の定義について 

この年報の主な調査事項の定義は次のとおりです。 
(1)  生産：調査の対象事業所（以下「調査対象」という。）が、国内で実際に生産（受託生産を含む。）した数量をいいま

す。 
(2)  消費：調査対象が他の製品の原材料、加工用及び燃料として消費した数量をいいます。 
(3)  出荷：調査対象及び調査対象が契約の主体となって借り受けている倉庫又は保管場所から、実際に出荷した数量をい

います。 
(4)  在庫：調査対象及び調査対象が契約の主体となって借り受けている倉庫又は保管場所に、実際に保管してある数量を

いいます。 
(5)  輸入：調査対象が国内（国内の保税地域向けを除く。）に輸入した数量をいいます。 
(6)  輸出：調査対象が国外（国内の保税地域向けを含む。）に輸出した数量をいいます。 
(7)  国内向販売：調査対象が調査対象以外（消費、卸売又は小売事業所）へ販売した数量（理論値）をいいます。 

３．その他 
(1)  この年報で使用している記号の区分は下記のとおりです。 

    「０」は単位未満   「－」は実績なし    「…」は不詳 
    「ｒ」は訂正     「ｘ」は秘匿      「▲」はマイナス 

(2)  平成２０年１～３月分の数値については、年間補正により、平成２０年年報において修正される可能性があります。 
(3)  この年報に掲載された統計を他に転載するときは、必ず「資源・エネルギー統計年報」による旨を明記してください。 

４．問い合わせ先 
この年報の内容についてのお問い合わせは、下記あてに御連絡ください。 

(1) 経済産業省 経済産業政策局 調査統計部 鉱工業動態統計室 資源・窯業グループ 

〒100－8902  東京都千代田区霞が関一丁目3 番1 号 

電話 03－3501－1511 （代）   内線2869 

(2) 経済産業省 資源エネルギー庁 資源・燃料部政策課（統計担当） 

〒100－8931  東京都千代田区霞が関一丁目3 番1 号 

電話 03－3501－1511 （代）   内線4631 



Notes for Utilization 
The objective of this yearbook is to compile and publish the results of the 2007 surveys concerning the production of mineral 

resources and the supply of and demand for petroleum products, which are conducted under METI’s regulations for the Current 
Production Statistics Survey (Designated Statistics No. 11), the Current Survey of Petroleum Products Supply and Demand 
(Designated Statistics No. 51) and the Statistical Reports Coordination Law based on the Statistics Law.  
The results of the monthly survey are published as a ‘Monthly Report of Mineral Resources and Petroleum Products Statistics’. 

After being published in the monthly report, figures may be revised. This yearbook revises those figures. 
1. Subject of the survey 
  The kinds of survey sheets and scope of the survey in this yearbook are as in the following table. 

Scope of the survey
Current Production Statistics Survey (Designated Statistics No. 11)

Metallic minerals All business establishments

Non-metallic minerals All business establishments (excluding limestone
factories that employ less than ten employees)

Crude oil and natural gas All business establishments
Petroleum products All business establishments
Coke All business establishments

Current Survey of Petroleum Products Supply and Demand (Designated Statistics No. 51)

Petroleum products manufacturers and imorters All petroleum products manufacturers, importers, specific
oil distributors and crude oil receivers

The oil import survey All importers of crude oil

Regulations and kinds of survey sheets

Statistical Reports Coordination Law

 
2. Definition of survey items 
The definitions of key survey items referred to in this yearbook are as follows:  

(1) Production: The quantity actually produced (including produced as a consignee) by the establishment that is the object of the 
survey (hereafter, ‘the survey object’). 

(2) Consumption: The quantity of products consumed as materials, process goods and fuels in the survey object. 
(3) Shipment: The quantity of products actually shipped from the survey object’s warehouse or rental warehouse used mainly by 

the survey object. 
(4) Inventory: The quantity actually stored in the survey object’s warehouses and rental warehouses used mainly by the survey 

object. 
(5) Import: The quantity that the survey object imported from foreign countries (not including bonded areas in the country). 
(6) Export: The quantity that the survey object exported to foreign countries (including bonded areas in the country). 
(7) Domestic Sales: The quantity that the survey object sold to other than the survey object (consumers, wholesalers and retailers) 

(a theoretical value).   
3. Others 
(1) Abbreviations used in this yearbook are as follows: 
「0」 Less than unit after rounding     「-」 No results            「･･･」 Unknown  
「r」 Revised                         「x」 Concealed              「▲」  Minus 
(2) In the yearbook of 2008, there is a possibility that the numerical value from January to March, 2008 are 

corrected as the result of annual revision. 
(3) When reprinting the statistics contained in this yearbook in other printed matter, the fact that they are based on the yearbook of 

Mineral Resources and Petroleum Products must be clearly indicated. 
4. Contact information 
If you have any questions about the contents of this yearbook, please contact the following: 

(1) Natural Resources and Ceramics Group, Office of Current Survey for Mining and Manufacturing 
Research and Statistics Department, Economic and Industrial Policy Bureau 
Ministry of Economy, Trade and Industry 
1-3-1 Kasumigaseki, Chiyoda-ku, Tokyo 100-8902, Japan 
Tel: +81-3-3501-1511, Extension 2869 

(2) Policy Planning Division, Natural Resources and Fuel Department 
Agency for Natural Resources and Energy 
Ministry of Economy, Trade and Industry 
1-3-1 Kasumigaseki, Chiyoda-ku, Tokyo 100-8931, Japan 
Tel: +81-3-3501-1511, Extension 4631 
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１． 一 般 概 況 

 

（１） 過去最高の水準（１７年基準）となった鉱工業   第１図 鉱工業生産・出荷・在庫・在庫率指数の推移

生産活動                                 （平成１７年＝１００、季節調整済） 

平成１９年の鉱工業生産は、107.4（前年比 2.8％）と

５年連続で上昇し、１７年基準で最高の水準となった。 

四半期別の動向をみると、１～３月期は輸送機械工

業、電気機械工業、情報通信機械工業等が低下した

ことにより前期比▲0.5％の低下となった。４～６月期は

輸送機械工業、一般機械工業、電子部品・デバイス工

業等が上昇したことにより同 0.6％の上昇となった。７

～９月期は電子部品・デバイス工業、輸送機械工業、

食料品・たばこ工業等が上昇したことにより同 1.7％の

上昇となった。１０～１２月期は輸送機械工業、電子部

品・デバイス工業、情報通信機械工業等が上昇したこ

とにより同 0.9％の上昇となった（第１図、第１表）。 

 
第１表 鉱工業指数の推移（平成１７年＝１００、季節調整済） 

 

１～３月期 ４～６月期 ７～９月期 １０～１２月期 １～３月期 ４～６月期 ７～９月期 １０～１２月期

生   産 100.0 104.5 107.4 102.1 103.9 105.0 106.3 105.8 106.4 108.2 109.2

（前期（年）比） 1.3 4.5 2.8 1.2 1.8 1.1 1.2 ▲ 0.5 0.6 1.7 0.9

（前年同期比） -          - - 2.6 4.2 5.1 6.0 3.1 2.3 2.6 3.3

出   荷 100.0 104.6 107.8 102.6 104.4 105.0 105.9 105.9 107.0 108.4 109.9

（前期（年）比） 1.4 4.6 3.1 1.1 1.8 0.6 0.9 0.0 1.0 1.3 1.4

（前年同期比） -          - - 4.1 4.8 4.7 4.9 2.8 2.5 2.8 4.4

国内向け出荷 100.0 103.0 104.7 101.6 103.2 103.3 103.7 102.9 103.9 105.2 106.9

（前期（年）比） 1.2 3.0 1.7 0.8 1.6 0.1 0.4 ▲ 0.8 1.0 1.3 1.6

（前年同期比） -          - - 2.2 3.2 3.2 3.4 0.9 0.6 1.5 3.7

輸出向け出荷 100.0 111.1 120.9 107.5 108.7 112.2 115.8 119.8 119.3 121.7 123.3

（前期（年）比） 2.2 11.1 8.8 2.4 1.1 3.2 3.2 3.5 ▲ 0.4 2.0 1.3

（前年同期比） -          - - 12.4 11.0 10.4 10.5 11.1 9.6 8.1 6.7

在  庫 99.2 102.7 104.0 101.6 102.0 101.7 104.3 103.3 103.1 104.2 105.5

（前期（年）末比） 4.8 3.5 1.3 0.7 0.4 ▲ 0.3 2.6 ▲ 1.0 ▲ 0.2 1.1 1.2

（前年同期末比） - - - 2.5 2.1 ▲ 0.1 3.5 1.6 1.0 2.4 1.3

在庫率 100.0 100.1 100.3 100.8 99.7 99.3 100.5 99.8 100.2 100.9 100.5

（前期（年）比） 2.7 0.1 0.2 0.6 ▲ 1.1 ▲ 0.4 1.2 ▲ 0.7 0.4 0.7 ▲ 0.4

稼働率（製造工業） 100.0 102.7 103.7 101.3 102.6 103.0 103.6 102.6 102.4 104.1 105.5

（前期（年）比） 1.2 2.7 1.0 0.9 1.3 0.4 0.6 ▲ 0.1 ▲ 0.2 1.7 1.3

１８年 １９年
１７年 １８年 １９年

 
資料出所：鉱工業指数、鉱工業出荷内訳表（調査統計部経済解析室） 

(注） 1．輸出向け出荷及び国内向け出荷は「鉱工業出荷内訳表」による。 

2．年及び前年同期比の数値は原指数による。 
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（２） 石油・石炭製品工業は生産、出荷とも上昇 

① 平成１9 年の石油・石炭製品工業の生産は、軽油、ジェット燃料油、コークスなどが増加したものの、Ａ重油、灯

油、Ｂ・Ｃ重油などが減少したことにより前年比▲0.4％と２年連続の低下となった（第２図、第３図）。 

  

第２図 石油・石炭製品工業の指数推移 

（平成１７年＝１００、季節調整済） 
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②  出荷は、ジェット燃料油、軽油、ナフサなどが増加したものの、灯油、Ａ重油、ガソリン、Ｂ・Ｃ重油などが減少した

ことにより前年比▲1.1％と２年連続の低下となった。 

③  在庫は、ガソリン、液化石油ガス、軽油、コークスなどが上昇したものの、灯油、コークス、Ａ重油などが減少したこ

とにより前年末比▲2.8％と２年ぶりの低下となった。 

 

（３） 鉱業は生産、出荷とも３年連続の上昇       第４図 鉱業生産・出荷・在庫・在庫率指数の推移 

① 平成１９年の鉱業の生産は、石灰石が減少し            （平成１７年＝１００、季節調整済） 

たものの、天然ガス、原油、石炭が増加したこ

とにより前年比 3.9％と３年連続の上昇となっ

た。 

②  出荷は、石灰石が減少したものの、天然ガス、

原油、石炭が増加したことにより前年比 5.9％

と３年連続の上昇となった。 

③  在庫は原油が減少したものの、石炭、石灰

石が増加したことにより前年末比 3.2％と３年

連続の上昇となった（第４図）。 

 

第３図 石油・石炭製品工業の主要品目別生産の 

伸び率寄与度推移 
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(1) 燃料油の国内向販売量は２年連続の減少 

平成１9 年の燃料油の生産は、2 億 1578 万 kl、前年比▲0.8％と２年連続の減少となった。輸入は、3298 万

kl、同▲9.3％と４年連続の減少、輸出は、2761 万 kl、同 27.1％と４年連続で増加し、過去最高となった。国内向

販売は、2 億 1923 万 kl、同▲4.2％と２年連続の減少となった。在庫は、1325 万 kl、前年末比▲3.1％の減少と

なった。 

第５図 我が国における燃料油販売量の推移 

 

燃料油の需給動向を油種別にみると（第５図）、 

① ガソリンの生産は、5840 万 kl、前年比 0.9％の増加となった。輸入は、98 万 kl、同▲57.7％と３年連続の

減少、輸出は、43 万 kl、同 45.6％の増加となった。国内向販売は、引き続き原油価格高騰に伴うガソリン

価格の上昇及びガソリン車のうち小型・普通乗用車の保有台数が減少したことなどの影響により、5983 万

kl、同▲1.7％と２年連続の減少となった。在庫は、205 万 kl、前年末比 2.2％と２年連続の増加となった。 

② ナフサの生産は、2263 万 kl、前年比 4.6％と７年連続の増加となった。輸入は、2745 万 kl、同▲3.2％と５

年連続の減少、輸出は、3 万 kl、同 538.8％と５年ぶりの増加となった。国内向販売は、石油化学製品の原

材料の多様化の進展などにより、4931 万 kl、同▲0.7％と３年ぶりの減少となった。在庫は、192 万 kl、前年

末比 10.8％の増加となった。 

③ ジェット燃料油の生産は、1472 万 kl、前年比 21.2％と４年連続で増加し、過去最高となった。輸入は、8

万 kl、同▲70.4％と３年連続の減少、輸出は、910 万 kl、同 29.9％と４年連続で増加し、過去最高となった。

国内向販売は、国内線需要及び防衛省の堅調な消費の伸びなどの影響により、583 万 kl、同 7.3％と４年

連続で増加し、過去最高となった。在庫は、79 万 kl、前年末比▲2.4％と３年ぶりの減少となった。 

④ 灯油の生産は、2302 万 kl、前年比▲13.7％と２年連続の減少となった。輸入は、34 万 kl、同▲70.9％と

減少、輸出は、73 万 kl、同 106.1％の増加となった。国内向販売は、引き続き原油価格の高騰に伴う灯油

価格の上昇及び産業用需要の燃料転換の進捗などにより、2301 万 kl、同▲12.6％と２年連続の減少と

なった。在庫は、370 万 kl、前年末比▲13.1％の減少となった。 
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⑤ 軽油の生産は、4306 万 kl、前年比 7.8％の増加となった。輸入は、32 万 kl、同 0.1％と７年ぶりの増加、

輸出は、797 万 kl、同 92.0％と４年連続で増加し、過去最高となった。国内向販売は、軽油車の保有台数

が引き続き減少したことなどの影響により、3594 万 kl、同▲2.3％と１１年連続の減少となった。在庫は、168

万 kl、前年末比 7.5％と２年連続の増加となった。 

⑥ Ａ重油の生産は、2191 万 kl、前年比▲14.5％と４年連続の減少となった。輸入は、1 万 kl、同▲93.1％と

４年連続の減少、輸出は、28 万 kl、同 45.4％と２年連続の増加となった。国内向販売は、引き続き電気・ガ

スなど他の燃料への転換が進捗したことなどの影響により、2168 万 kl、同▲14.3％と４年連続の減少となっ

た。在庫は、108 万 kl、前年末比▲17.4％の減少となった。 

⑦ Ｂ・Ｃ重油の生産は、3203 万 kl、前年比▲4.9％と４年連続の減少となった。輸入は、380 万 kl、同 1.3％

と６年連続の増加、輸出は、908 万 kl、同▲6.5％と６年ぶりの減少となった。国内向販売は、電力用需要が

前年を上回ったものの、LNG など他の燃料への転換が進捗したことなどの影響により、2365 万 kl、同▲

4.0％と４年連続の減少となった。在庫は、203 万 kl、前年末比 1.4％と２年連続の増加となった。 

 

(2) 原油の輸入量は２年連続の減少 

平成１9 年の原油輸入は、2 億 3882 万 kl、前年比▲1.8％と２年連続の減少となった。国・地域別に輸入量の

多い順に見るとサウジアラビア 6415 万 kl（前年比▲12.0％減）、 アラブ首長国連邦 5854 万 kl（同▲5.1％減）、

イラン 2898 万 kl（同 3.4％増）、カタール 2475 万 kl（同▲0.6％減）、クウェート 1723 万 kl（同▲0.1％） と

なっている。中東依存度は 86.7％、前年比▲2.5 ポイントと２年連続の減少となった（第６図）。 

原油処理は、2 億 3215 万 kl、前年比▲0.8％と２年連続の減少となった。製油所の平均稼働率は、石油連盟

調べによると 82.5％、同▲1.7 ポイントと２年連続の減少となった。 

原油在庫は、1514 万 kl、前年末比▲15.3％の減少となった。なお、平成１9 年末の石油備蓄（製品換算）は、

国家備蓄が９９日分（4843 万ｋｌ）、民間備蓄が８３日分（4021 万 kl）、合計１82 日分（8864 万ｋｌ）となっている。 

 

第６図 我が国における原油輸入量及び中東依存度の推移 
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（１） 生産は２年連続の増加                         第７図 コークスの生産推移 

コークスの生産は、3871 万 t、前年比 0.4％と２年

連続の増加となった（第７図）。これは、製鉄業が

2632 万 t、同 0.1％、製鉄業以外が 1239 万ｔ、同

1.2％といずれも増加したことによる。 

 
 
 
 
（２） 需要は２年連続の増加 

需要は、4089 万ｔ、前年比 2.4％と２年連続の増加となった。需要の過半を占める生産事業所消費（主に製鉄業）

は、2854 万ｔ、同 10.1％と増加したが、販売は、1236 万ｔ、同▲11.8％の減少となった。 

  年末在庫は 98 万ｔ、前年末比▲21.5％と需要の増加を受け大幅な減少となった。 

 

 

（１）  金鉱の生産は４年ぶりの減少                   第８図 金（含有量）の生産量と品位 

金鉱の生産は、40 万 1797ｔ、前年比▲0.7％と４年ぶり

の減少となった。 

なお、金（含有量）は、8870kg、前年比▲0.4％と３年ぶり

の減少となった（第８図）。 

 

 

 

 

(２) 亜鉛鉱の生産は 3 年連続の減少               第９図 亜鉛（含有量）の生産量と品位 

亜鉛鉱の生産は、事業所の廃止などにより 3142ｔ、前

年比▲74.3％と３年連続の低下、亜鉛（含有量）も 2198t、

前年比▲69.3％と３年連続の減少となった（第９図）。 

なお、亜鉛（鉱石）の輸入は、55 万 9382ｔ、同▲6.1％

の減少となった（資源・エネルギー庁「非鉄金属海外鉱

等受入調査」）。 
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その他用
994 千ｔ 9%
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(１)  けい石の生産、販売は、３年ぶりの減少                第１０図 けい石の販売内訳 

けい石の生産は、1226 万ｔ、前年比▲5.2％、販売は 1081

万ｔ、同▲5.1％と、いずれも３年ぶりの減少となった。 

販売内訳をみると、コンクリート骨材用が 462 万ｔ、前年比

▲1.4％、セメント用が 298 万ｔ、同▲8.2％とそれぞれ減少し、

道路用は 150 万ｔ、同 4.4％、鉄鋼・製錬用は 71 万 t、同

4.7％の増加となった（第１０図）。 

 

（２） 石灰石の生産、販売は、３年ぶりの減少              第１１図 石灰石の販売内訳 

    石灰石の生産は１億 6598 万ｔ、前年比▲0.4％、販売は 1

億 5634 万ｔ、同▲0.6％と、ともに３年ぶりの減少となった。  

販売内訳をみると、セメント用が 6401 万ｔ、前年比▲2.8％、

道路用が 658 万ｔ、同▲9.4％とそれぞれ減少し、コンクリー

ト骨材用が 3515 万ｔ、同 0.0％、鉄鋼・製錬用が 2517 万 t、

同 4.6％、ソーダ・ガラス用が、129 万ｔ、同 21.0％の増加と

なった（第１１図）。 

（３） ドロマイトの生産、販売は、２年ぶりの減少 

ドロマイトの生産は 366 万ｔ、前年比▲1.1％、販売は、373 万ｔ、同▲0.3％と、ともに２年ぶりの減少となった。 

販売内訳をみると、コンクリート骨材用が 202 万ｔ、前年比▲8.2％と減少し、鉄鋼・製錬用が 62 万ｔ、同 41.2％、

ソーダ・ガラス用が 15 万ｔ、同 1.8％、道路用が 13 万ｔ、同 5.9％の増加となった。 

（４） けい砂の生産、販売は、２年ぶりの減少 

けい砂の生産は、431 万ｔ、前年比▲6.1％、販売は、417 万ｔ、同▲5.7％と、ともに２年ぶりの減少となった。 

販売内訳をみると、コンクリート骨材用が 30 万ｔ、前年比▲23.8％と大幅な減少となった。  
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Ⅰ．鉱  工  業  指  数  Indices of Industrial Production
 １． 原 指 数 Original Index
　（１） 生 産 指 数 Indices of Industrial Production

(平成１７年＝１００）

（２００５=１００）

　　年   月

鉱工業 石油・石炭
製品工業

石油製品 石炭製品

鉱業
（含む石炭鉱業）

Mining and
manufacturing

Petroleum and
coal products

Petroleum
products Coal products

Mining,
including coal

mining

10000.0 99.9 93.8 6.1 20.9

平成15年 94.1 99.8 99.7 101.2 97.0 C.Y. 2003

16  98.7 98.2 98.0 100.6 97.0 C.Y. 2004

17  100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 C.Y. 2005

18  104.5 98.0 97.8 101.2 102.6 C.Y. 2006

19  107.4 97.6 97.3 101.6 106.6 C.Y. 2007

平成17年 度 100.7 100.3 100.4 99.8 101.0 F.Y. 2005

18  105.3 97.0 96.6 101.7 103.6 F.Y. 2006

平成19年 1 月 98.5 102.2 102.1 104.7 111.8 Jan. 2007

2 103.6 93.5 93.5 93.1 107.3 Feb.

3 117.3 103.5 103.5 103.6 112.3 Mar.

4 102.4 94.5 94.2 99.1 102.1 Apr.

5 101.3 88.9 87.9 104.4 100.9 May 

6 108.9 87.5 86.6 101.4 102.3 Jun.

7 108.1 98.5 98.2 103.0 105.7 Jul.

8 102.9 104.2 104.2 103.9 97.1 Aug.

9 109.6 93.9 93.5 100.0 98.9 Sep.

10 113.4 96.5 96.0 104.3 112.8 Oct.

11 113.1 98.0 97.9 99.8 112.8 Nov.

12 109.7 109.9 110.4 102.0 114.9 Dec.

 ２．季 節 調 整 済 指 数 Seasonal Adjustment Index

　（１） 生 産 指 数 Indices of Industrial Production

19年 Ⅰ 期 105.8 96.0 95.6 102.1 106.5 Q１ 2007

Ⅱ 106.4 97.6 97.3 102.2 107.1 Q２

Ⅲ 108.2 98.3 98.1 101.5 105.9 Q３

Ⅳ 109.2 98.8 98.6 101.1 107.4 Q４

平成19年 1 月 105.4 95.1 94.7 102.2 106.9 Jan. 2007

2 106.0 95.3 94.8 101.8 106.3 Feb.

3 106.0 97.7 97.4 102.3 106.3 Mar.

4 105.6 97.8 97.6 101.5 106.6 Apr.

5 106.8 97.2 96.8 102.4 106.3 May 

6 106.9 97.8 97.5 102.6 108.4 Jun.

7 107.0 98.4 98.2 101.5 107.5 Jul.

8 109.7 98.7 98.5 101.6 104.5 Aug.

9 107.9 97.7 97.5 101.5 105.7 Sep.

10 110.0 98.0 97.8 102.1 107.9 Oct.

11 108.4 98.3 98.1 100.7 108.0 Nov.

12 109.1 100.0 100.0 100.4 106.3 Dec.

資料出所：鉱工業指数（調査統計部経済解析室）

Source: Indices of Industrial Production (Economic Analysis Office, Research and Statistics Department)

　ウェイト 　

Year, Quarter
& Month

 Weight

19



Ⅰ．鉱  工  業  指  数  Indices of Industrial Production
 １． 原 指 数 Original Index
　（２） 出 荷 指 数 Indices of Producer's Shipments

(平成１７年＝１００）

（２００５=１００）

　　年   月

鉱工業 石油・石炭
製品工業

石油製品 石炭製品

鉱業
（含む石炭鉱業）

Mining and
manufacturing

Petroleum and
coal products

Petroleum
products Coal products

Mining,
including coal

mining

10000.0 520.8 511.7 9.1 9.9

平成15年 94.1 98.5 98.4 102.6 97.4 C.Y. 2003

16  98.6 97.8 97.7 103.9 96.7 C.Y. 2004

17  100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 C.Y. 2005

18  104.6 97.9 97.7 105.9 103.6 C.Y. 2006

19  107.8 96.8 96.8 92.9 109.7 C.Y. 2007

平成17年 度 101.0 99.9 99.9 101.0 101.4 F.Y. 2005

18  105.3 96.9 96.8 105.3 105.0 F.Y. 2006

平成19年 1 月 98.2 98.8 98.6 106.7 116.7 Jan. 2007

2 103.4 95.3 95.1 106.8 114.2 Feb.

3 121.8 104.5 104.8 88.1 121.8 Mar.

4 101.3 92.9 92.8 95.1 103.6 Apr.

5 100.0 91.0 90.9 94.5 101.1 May 

6 109.4 87.7 87.6 90.3 102.8 Jun.

7 107.2 96.0 96.0 96.1 107.1 Jul.

8 103.3 99.3 99.4 93.9 102.2 Aug.

9 111.9 95.3 95.4 86.5 102.2 Sep.

10 111.6 96.1 96.3 88.7 108.9 Oct.

11 112.5 97.7 98.0 85.2 111.3 Nov.

12 113.0 106.7 107.1 83.4 124.3 Dec.

 ２．季 節 調 整 済 指 数 Seasonal Adjustment Index

　（２） 出 荷 指 数 Indices bf Producer's Shipments

19年 Ⅰ 期 105.9 95.1 95.0 101.1 108.9 Q１ 2007

Ⅱ 107.0 97.3 97.3 93.9 110.0 Q２

Ⅲ 108.4 98.0 98.0 92.1 110.5 Q３

Ⅳ 109.9 97.2 97.4 84.5 110.1 Q４

平成19年 1 月 105.9 93.2 92.9 105.8 108.6 Jan. 2007

2 106.1 95.1 94.9 108.4 108.1 Feb.

3 105.8 97.0 97.1 89.2 110.1 Mar.

4 106.3 97.3 97.2 97.2 108.9 Apr.

5 107.2 97.7 97.8 93.3 110.0 May 

6 107.6 96.8 96.8 91.1 111.0 Jun.

7 106.8 97.0 97.0 95.5 111.2 Jul.

8 110.1 97.6 97.6 92.5 110.3 Aug.

9 108.4 99.3 99.5 88.2 110.0 Sep.

10 110.1 98.0 98.2 87.7 110.8 Oct.

11 109.1 97.6 97.9 84.0 108.8 Nov.

12 110.6 95.9 96.1 81.8 110.7 Dec.

　ウェイト 　

Year, Quarter
& Month

 Weight

20



Ⅰ．鉱  工  業  指  数  Indices of Industrial Production
 １． 原 指 数 Original Index
　（３） 在 庫 指 数 Indices of Producer's Inventory of Finished Goods

(平成１７年＝１００）

（２００５=１００）

　　年   月

鉱工業 石油・石炭
製品工業

石油製品 石炭製品

鉱業
（含む石炭鉱業）

Mining and
manufacturing

Petroleum and
coal products

Petroleum
products Coal products

Mining,
including coal

mining

10000.0 413.4 392.2 21.2 15.6

平成15年 94.8 105.2 106.9 74.4 105.5 C.Y. 2003

16  94.7 103.5 105.4 66.5 96.8 C.Y. 2004

17  99.2 98.0 95.9 137.6 100.2 C.Y. 2005

18  102.7 105.3 105.4 103.6 112.4 C.Y. 2006

19  104.0 102.4 103.8 76.7 126.8 C.Y. 2007

平成17年 度 97.0 92.5 90.4 131.2 97.3 F.Y. 2005

18  98.6 94.8 93.3 123.9 100.4 F.Y. 2006

平成19年 1 月 105.6 110.7 111.0 103.9 115.0 Jan. 2007

2 106.1 100.9 101.1 96.8 108.6 Feb.

3 98.6 94.8 93.3 123.9 100.4 Mar.

4 100.7 91.8 91.4 98.1 103.2 Apr.

5 103.4 91.0 90.2 106.6 104.7 May 

6 103.4 95.5 95.0 104.1 104.9 Jun.

7 104.9 94.8 95.8 76.7 109.8 Jul.

8 104.7 105.9 107.4 78.5 106.5 Aug.

9 101.6 100.6 101.8 78.7 103.1 Sep.

10 105.5 100.0 101.3 75.2 117.5 Oct.

11 108.4 100.3 101.7 74.7 131.8 Nov.

12 104.0 102.4 103.8 76.7 126.8 Dec.

 ２．季 節 調 整 済 指 数 Seasonal Adjustment Index

　（３） 在 庫 指 数Indices of Producer's Inventory of Finished Goods

19年 Ⅰ 期 103.3 103.8 103.4 118.0 106.0 Q１ 2007

Ⅱ 103.1 100.3 100.2 104.6 106.1 Q２

Ⅲ 104.2 93.3 94.2 81.0 102.9 Q３

Ⅳ 105.5 101.4 102.4 77.0 122.1 Q４

平成19年 1 月 103.4 107.6 108.1 101.1 112.4 Jan. 2007

2 103.1 104.9 105.4 98.2 112.2 Feb.

3 103.3 103.8 103.4 118.0 106.0 Mar.

4 103.2 100.1 100.3 94.6 106.5 Apr.

5 103.2 95.3 94.3 101.9 105.9 May 

6 103.1 100.3 100.2 104.6 106.1 Jun.

7 103.6 97.9 98.6 80.2 109.1 Jul.

8 103.7 98.6 99.5 80.8 105.8 Aug.

9 104.2 93.3 94.2 81.0 102.9 Sep.

10 104.9 93.7 94.6 77.0 114.3 Oct.

11 105.8 93.8 94.8 76.2 126.1 Nov.

12 105.5 101.4 102.4 77.0 122.1 Dec.

　ウェイト 　

Year, Quarter
& Month

 Weight

21

















































































































































































































































































販売数量 販売金額

Goods break date Production Shipment Sales Sales Inventory 
Quantity Quantity Quantity Value Quantity

石　灰　石 平成19年5月

Limestone May.2007

け　い　石 平成20年1月

Quarizites Jan.2008 1.0061.006 1.006 1.006 1.02

（品目別接続係数について）
Continuity Coefficients by Commodity

　一部の品目において、発生年月以前の数値と発生年月以降の数値をそのまま比較出来ない部分が存在します。
　これらの品目については、以下の接続係数を発生年月の前月以前の数値に乗じて、発生年月以降の数値と接続して
ご利用ください。

生産数量発生年月品           目

  Several goods cannot be compared before and after the break date.
  For these goods, multiply the figures before the break date by the following connecting coefficients  and connect these
figures to the figures after the break date.

非金属鉱物月報　【生産・出荷・在庫】

平成２０年１月分に発生した接続係数

非金属鉱物月報　【生産・出荷・在庫】

在庫数量出荷数量

平成１９年５月分に発生した接続係数

0.987

160
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